主要組織適合遺伝子複合体クラスIの機能欠損はマウスの側坐核のLTPを亢進しLTDを消失する by 枝村, 光浩 & Edamura, Mitsuhiro
博士（医学） 枝村 光浩  
論文題目 










野生型マウス (WT) の側坐核ニューロンにおけるMHCクラス Iの発現を免疫染色によっ
て検討した。細胞表面上のMHCクラス Iが著しく減少する β2mノックアウトマウス (β2m-/-) 
の側坐核ニューロンの電気生理学的解析を行った。コカイン (Coc) 反復投与による行動解
析を行い、側坐核ニューロンにおける興奮性シナプス上の総 AMPA、GluR1 および GluR2
の密度を免疫電顕により解析した。 
MHCクラス Iが側坐核ニューロンに発現することを確認した。電気生理学的解析では、
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